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② 地域の支え合いとして自身ができること

○高齢者一般、これから高齢期ともに「安否確認等」が最も高く、それぞれ ％、 ％となって

いる。次いで、高齢者一般では「ちょっとした買い物」、これから高齢期では「災害時の手助け」

が高くなっている。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）

安否確認等

趣味など世間話の相手

介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電球交換や簡単な大工仕事

認知症の方を見かけたときの声かけ

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

【高齢者一般】

○性・年代別にみると、『男性・前期高齢者』は「災害時の手助け」が３割超で全体と比べて高い。

『女性・前期高齢者』は「安否確認等」が６割超、「ちょっとした買い物」が４割半ばで全体と比

べて高い。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）＜高齢者一般：性・年代別＞
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高齢者一般

男性・前期高齢者

男性・後期高齢者

女性・前期高齢者

女性・後期高齢者

８ 地域包括支援センター 

（１）地域包括支援センターの認知度

○地域包括支援センターを「知らない」と回答した人は、高齢者一般で ％、要支援認定者で ％、

要介護認定者で ％、これから高齢期で ％となっている。

○いずれの調査においても、「現在利用している」「利用したことがある」「名前は知っているが、

利用したことはない」を合わせた“知っている”が、「知らない」を上回っている。

■地域包括支援センターの認知度
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（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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（２）地域包括支援センターに期待する役割

○いずれの調査においても、「個々の高齢者に必要な支援内容を把握し、適切なサービスなどの利用

につなげる」が最も高く、「要支援者などを対象に、適切な介護予防サービスの利用を促進する」

が続いている。

■地域包括支援センターに期待する役割（○は３つまで）

要支援者などを対象に、適切な

介護予防サービスの利用を促進する

個々の高齢者に必要な支援内容を把握し、

適切なサービスなどの利用につなげる

高齢者の虐待防止・早期対応や権利擁護を図る

ケアマネジャーへの日常的個別指導・相談

地域の関係者が高齢者に関する地域課題などを

検討するための地域ケア会議の充実

在宅医療・介護連携の推進

認知症の早期発見・早期対応などの認知症施策の推進

地域の社会資源の把握・開発および社会資源と

人的資源のマッチング体制の整備

その他

わからない

特にない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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（２）地域包括支援センターに期待する役割

○いずれの調査においても、「個々の高齢者に必要な支援内容を把握し、適切なサービスなどの利用

につなげる」が最も高く、「要支援者などを対象に、適切な介護予防サービスの利用を促進する」

が続いている。

■地域包括支援センターに期待する役割（○は３つまで）

要支援者などを対象に、適切な

介護予防サービスの利用を促進する

個々の高齢者に必要な支援内容を把握し、

適切なサービスなどの利用につなげる

高齢者の虐待防止・早期対応や権利擁護を図る

ケアマネジャーへの日常的個別指導・相談

地域の関係者が高齢者に関する地域課題などを

検討するための地域ケア会議の充実

在宅医療・介護連携の推進

認知症の早期発見・早期対応などの認知症施策の推進

地域の社会資源の把握・開発および社会資源と

人的資源のマッチング体制の整備

その他

わからない

特にない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

（３）高齢者の虐待

① 高齢者虐待の相談先

○高齢者一般、これから高齢期では、「警察」が最も高く（それぞれ ％、 ％）、次いで「総

合福祉事務所（区役所）」（それぞれ ％、 ％）、「地域包括支援センター（旧高齢者相談

センター）」（それぞれ ％、 ％）が高くなっている。

○要支援認定者では、「地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）」が ％で最も高く、「家

族・親族」（ ％）と続いている。

○要介護認定者では、「家族・親族」が ％で最も高く、「地域包括支援センター（旧高齢者相談

センター）」（ ％）と続いている。

■高齢者虐待の相談先（複数回答）

家族・親族

知人・友人

警察

医療機関

地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

総合福祉事務所（区役所）

その他

わからない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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② 高齢者虐待を防止するために必要なこと

○高齢者一般では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護す

る側の相互理解の促進」 ％ 、「地域における見守りやふだんからの声かけ」 ％ と続い

ている。

○要支援認定者では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護

する側の相互理解の促進」 ％ 、「地域における見守りやふだんからの声かけ」 ％ 、「認

知症に関する理解の促進」 ％ と続いている。

○要介護認定者では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護

する側の相互理解の促進」 ％ と続いている。

○これから高齢期では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護者がリフレッ

シュできる機会の充実」 ％ 、「介護される側と介護する側の相互理解の促進」 ％ と続

いている。

■高齢者虐待を防止するために必要なこと（複数回答）

介護される側と介護する側の相互理解の促進

地域における見守りやふだんからの声かけ

気軽に相談できる窓口の充実

介護に関する情報提供の充実

認知症に関する理解の促進

介護保険サービスの充実

介護する家族同士の集い

介護者がリフレッシュできる機会の充実

経済的な支援

その他

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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② 高齢者虐待を防止するために必要なこと

○高齢者一般では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護す

る側の相互理解の促進」 ％ 、「地域における見守りやふだんからの声かけ」 ％ と続い

ている。

○要支援認定者では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護

する側の相互理解の促進」 ％ 、「地域における見守りやふだんからの声かけ」 ％ 、「認

知症に関する理解の促進」 ％ と続いている。

○要介護認定者では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護される側と介護

する側の相互理解の促進」 ％ と続いている。

○これから高齢期では、「気軽に相談できる窓口の充実」が ％で最も高く、「介護者がリフレッ

シュできる機会の充実」 ％ 、「介護される側と介護する側の相互理解の促進」 ％ と続

いている。

■高齢者虐待を防止するために必要なこと（複数回答）

介護される側と介護する側の相互理解の促進

地域における見守りやふだんからの声かけ

気軽に相談できる窓口の充実

介護に関する情報提供の充実

認知症に関する理解の促進

介護保険サービスの充実

介護する家族同士の集い

介護者がリフレッシュできる機会の充実

経済的な支援

その他

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

（４）認知症

① 認知症の相談先

○いずれの調査においても、「家族・親族」、「かかりつけ医」が上位に挙がっている。

■認知症の相談先（複数回答）

家族・親族

知人・友人

かかりつけ医

精神科などの専門医

ケアマネジャー

介護家族の会などの集まり

民生・児童委員

地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

保健相談所

社会福祉協議会

その他

相談しない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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② 認知症施策で必要なこと

○高齢者一般では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「介護

している家族の負担の軽減」 ％ 、「本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の

整備」 ％ と続いている。

○要支援認定者では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「本

人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備」 ％ 、「介護している家族の負担

の軽減」 ％ 、「医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり」

％ と続いている。

○要介護認定者では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「本

人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備」 ％ 、「介護している家族の負担

の軽減」 ％ 、「医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり」

％ と続いている。

○これから高齢期では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「介

護している家族の負担の軽減」 ％ 、「本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所

の整備」 ％ と続いている。

■認知症施策で必要なこと（○は３つまで）

認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり

医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり

認知症について正しい知識を得るための講習会や情報提供

地域での見守りなど、日常的な支え合い

本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備

認知症高齢者グループホームの整備など、介護保険サービスの充実

介護している家族の負担の軽減

認知症予防についての講習会や情報提供

介護保険制度や成年後見制度、

その他の利用できるサービスに関する情報提供

権利擁護センター「ほっとサポートねりま」からの支援

その他

特にない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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② 認知症施策で必要なこと

○高齢者一般では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「介護

している家族の負担の軽減」 ％ 、「本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の

整備」 ％ と続いている。

○要支援認定者では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「本

人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備」 ％ 、「介護している家族の負担

の軽減」 ％ 、「医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり」

％ と続いている。

○要介護認定者では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「本

人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備」 ％ 、「介護している家族の負担

の軽減」 ％ 、「医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり」

％ と続いている。

○これから高齢期では、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が ％で最も高く、「介

護している家族の負担の軽減」 ％ 、「本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所

の整備」 ％ と続いている。

■認知症施策で必要なこと（○は３つまで）

認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり

医療と介護保険サービスの連携による認知症の人を支える仕組みづくり

認知症について正しい知識を得るための講習会や情報提供

地域での見守りなど、日常的な支え合い

本人や介護している家族が安心できる相談先や居場所の整備

認知症高齢者グループホームの整備など、介護保険サービスの充実

介護している家族の負担の軽減

認知症予防についての講習会や情報提供

介護保険制度や成年後見制度、

その他の利用できるサービスに関する情報提供

権利擁護センター「ほっとサポートねりま」からの支援

その他

特にない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

③ 認知症の早期発見の仕組み

○高齢者一般では、「気軽に相談できる窓口」が ％で最も高く、「受診できる医療機関の情報」

％ 、「簡単に認知症の有無を確認できるチェックシートなどの配布」 ％ と続いている。

○これから高齢期では、「受診できる医療機関の情報」 ％ 、「気軽に相談できる窓口」 ％

が上位に挙がっている。

■認知症の早期発見の仕組み（複数回答）

認知症の診断に関する受診費用の助成

受診できる医療機関の情報

気軽に相談できる窓口

簡単に認知症の有無を確認できる

チェックシートなどの配布

その他

わからない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

④ 認知症の人や介護家族を支える取組の認知度

○いずれの調査においても、「いずれも知らない」が最も高いが、認知されている取り組みについて

は、高齢者一般では「介護なんでも電話相談」、これから高齢期では「認知症サポーター」が高く

なっている。

■認知症の人や介護家族を支える取組の認知度（複数回答）

認知症カフェ

認知症家族会

認知症サポーター

N-impro（ニンプロ）※

介護なんでも電話相談

その他

いずれも知らない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

※ 「Ｎ－ｉｍｐｒｏ（ニンプロ）」は、認知症の方と接するときの対応について考えるカードゲーム形式の研修プログラムで、区の協働プロ

ジェクトで開発されたもの


